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南洋理工大学での研究と教育，そして大学運営

　2005年 4月に化学専攻の博士課程を

中退し，指導教官であった奈良坂紘一

先生（現在，南洋理工大学教授）のも

とで助手として採用していただいたの

が，アカデミックの世界に入ったきっか

けである。奈良坂先生が，2007 年 3月

の定年退職後にシンガポールの南洋理

工大学へ異動されるにあたり，私も同

大学のテニュアトラック助教（Assistant 

Professor）に応募し，研究発表と面接試

験を経て採用していただいた。2007 年

4月よりシンガポールに研究の場を移し， 

独立した研究室を構えることになった。

　学部の卒業研究以来，一貫して有機合

成化学を基盤とする研究に従事してき

た。有機合成化学とは，標的とする有機

物質を入手するために，それらの合成法

（反応）を探索し，新しく開拓する研究

分野である。優れた合成方法論の開発は，

新しい機能をもつ物質創製に直結する。

それと同時に，新しい化学種の発見や予

想もしなかった化学現象に出会う機会も

多い。こうした視点から，私の研究室で

は，従来に無い，効率的かつ実用性に富

む有機合成反応の開発を目指している。

　現在，博士研究員 2名，博士課程大

学院生 8名，卒業研究生 4名のグルー

プで研究を行っている（本学に修士課

程はない）。シンガポールの大学とはい

え，本学大学院にはさまざまな国籍を

千葉　俊介（南洋理工大学理学院化学生物化学科　准教授）
もつ外国人学生の割合が全体の

60％を占めている。博士研究員

は，100％外国人である。私の

研究室にも，シンガポール人の

大学院生は２名しかおらず，4

名の中国人，そのほかマレーシ

ア，インドネシア，フランスか

ら来た大学院生および博士研究

員が集まっている（卒研生 4名

は，皆シンガポール人）。さまざ

まなバックグラウンドをもつ人

間が集まった研究環境で，英語を共通語

として，日々議論を交わしている。とこ

ろが，ここまでメンバーの国籍が多様化

すると，日本にいた頃のように研究室生

活を統一的にコントロールすることは不

可能であり，最初は苦労することが多

かった。たとえば，習慣，宗教もそれぞ

れ学生によって異なるため，研究室で食

事会（忘年会や新年会など）を催すこと

はなかなか難しい（“飲み会” は論外）。

また，本学大学院生，博士研究員には，

1年に 22 日間の休暇を大学から与えら

れている。指導教官の許可に基づき，そ

れぞれ研究の進行具合，家族事情などに

合わせて休暇を取るので，日本のように

夏休みや正月休みなどを皆一斉にとり，

休み明けに皆そろって顔合わせをすると

いうようなセンスは皆無である。

　博士課程の大学院生のほぼ全員が，指

導教官の研究費，ある

いは大学から奨学金の

サポート（4年間）を

受けており，研究，生

活環境は申し分ない。

その分，指導教官と学

生の間にある一定の緊

張感を保ったシビアな

関係を常に保つことが

できる。つまり，学生

のパフォーマンスが悪

ければ，研究を始めて 18か月の時点で

受ける中間審査で，奨学金の支給を止め

ることができるからだ。

　このような環境の中，学生達のたゆま

ぬ努力や，同僚達の協力，支援もあり，

徐々にではあるが研究室を軌道に乗せる

ことができた。そのおかげで本年 3月，

研究面，教育面での評価に基づき，無事

テニュア（終身雇用資格）を獲得し， 准

教授（Associate Professor）に昇進する

ことができた。それとほぼ同時に，学科

主任の重責を担うことになった。現在，

不慣れな大学運営に右往左往しながら，

少ない空き時間と夜を利用して，研究室

の学生達との議論に努めている。

PROFILE

千葉　俊介（ちばしゅんすけ）

2001 年 早稲田大学理工学部応用化学

 科卒業

2003 年 東京大学大学院理学系研究科

 化学専攻修士課程修了

2005 年 東京大学大学院理学系研究科

 化学専攻博士課程中退

2005 年 東京大学大学院理学系研究科

 化学専攻 COE 特任助手

2006 年 博士（理学）取得

2007 年 南洋理工大学理学院化学生物

 化学科助教

2012 年 南洋理工大学理学院化学生物

 化学科准教授

研究室のメンバーと（左端が筆者）

オフィスにて
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未知との遭遇
山崎　雅人（プリンストン大学　博士研究員）

　今これを読んでいる学生，とくに大学

院生の皆さん，海外で研究してみたいと

思ったことはないだろうか。もしそうな

らば，今すぐ行動を起こすべきだ。

　東大のような素晴らしい環境にいる学

生にとっては，在学中あるいは卒業後に

海外で研究するための方法やルートはい

くつもある。一昔前の学生が海外に行く

のはたいへんだったらしいから，今時の

学生がいかに恵まれているかを感謝しな

ければいけない。

　学生にとってひとつ心配なのは渡航費

用や生活費だろう。しかしながら，所属

研究室の科研費，学術振興会の特別研究

員の給料や研究費，リーディング大学院

や私立財団の援助，もしくは滞在先から

の補助などさまざまな可能性があり，イ

ンターネットで調べてもたくさん出てく

る。私自身，大学院時代にカリフォルニ

ア工科大学に１年間滞在したが，その準

備の過程で大学院生にはさまざまな制度

が用意されていることを知った。

　そもそもなぜ海外に行くのか？時は

21 世紀，欧米の文物を学びに明治の若

者たちが送り込まれた時代とは違い，現

在の日本の科学は高い水準にある。東大

での研究と世界での研究に必ずしも大き い。自分の専門分野を飛び出て隣接分野

の研究者と語り合うこともまた別の「世

界」であり，その意味で「世界」に飛び

出るための扉はどこにでも転がっている

といえよう。しかし，海外で研究するこ

とによってそのための強い動機づけが与

えられるのもまた確かであり，私自身が

身をもって体験してきた。世界を知るこ

とは己を知ること，そんな貴重な体験の

前に足踏みは無用である。
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山崎　雅人（やまざきまさひと）

2006 年 東京大学理学部物理学科卒業

2008 年 東京大学理学系研究科物理学

 専攻修士課程修了

2008-2009 年

 カリフォルニア工科大学訪問

 学生研究員

2010 年 東京大学理学系研究科物理学

 専攻博士課程修了　博士（理

 学）

2010 年 東京大学数物連携宇宙研究機

 構博士研究員

2010 年 プリンストン大学博士研究員

な差があるとは限らない

し，海外で研究したから

といって成功する保証も

ない。

　それでも世界が私を魅

了してやまないのはなぜ

か。そのひとつの答えは，

異なるパラダイムとの邂

逅，そして衝突にあるの

ではないか。私が大学院

生以来 3年にわたって滞

在しているアメリカとは，

まさにそれを体現した国であるといえ

よう。研究の目指すものはあくまで独

創であり，それには他者との対話の中

で自らの座標軸を不断に見直すことが

不可欠である。研究の進め方は人それ

ぞれ千差万別であるし，そもそも何が

良い研究であるか，そして何を目指す

かは個々の研究者の価値観に深く依存

しておりその答えはひとつではない。

　私の研究分野（素粒子理論）では，

インターネットのプレプリントサー

バーから論文をダウンロードして読む

のが標準となっており，競争が激しい

いっぽうで共同研究も盛んである。日

頃の議論，そして共同研究が在外研究

の醍醐味であっ

て，他人と意見が

異なることを恐れ

ない友人たちに刺

激されて切磋琢磨

されていく，その

経験こそが未来の

自分を支えてくれ

るのではないか。

　こうして考えて

みると，ここで述

べた「世界」とは，

もはや海外を意

味するとは限らな

国際会議で講演する筆者

国際会議にて（最上段が筆者）


